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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第90期

第３四半期連結
累計期間

第91期
第３四半期連結
累計期間

第90期
第３四半期連結
会計期間

第91期
第３四半期連結
会計期間

第90期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成21年
　　10月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (千円) 29,438,16425,962,2589,635,1418,635,23838,812,247

経常利益 (千円) 333,923 609,511 33,244 291,631 177,150

四半期純利益
又は四半期(当期)
純損失(△)

(千円) 203,546 33,893 △56 109,417△2,141,714

純資産額 (千円) ― ― 11,278,85210,327,77810,204,279

総資産額 (千円) ― ― 37,281,18233,830,91335,539,388

１株当たり純資産額 (円) ― ― 178.72 148.53 149.05

１株当たり四半期
純利益又は四半期
(当期)純損失(△)

(円) 5.22 0.85 △0.00 2.75 △54.64

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 19.1 17.5 16.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △330,349 152,112 ― ― 764,975

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △399,064 829,594 ― ― △1,114,009

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △293,122 37,919 ― ― △849,197

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 3,461,4744,292,2453,273,979

従業員数 (名) ― ― 673 609 671

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第90期第３四半期連結累計期間及び第91期第３四半期連結累計(会計)期間の「潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益」は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

３　第90期第３四半期連結会計期間及び第90期の「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」は、１株当たり四半

期(当期)純損失が計上されており、また潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社の営む事業の内容について重要な変更はありま

せん。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 609(325)

(注)　従業員数は就業人員数(当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者を含

む。)であり、臨時従業員数は［　］内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

なお、臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

 

(2) 提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 32(  2)

(注)　従業員数は就業人員数(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。)であり、臨時従業員数は[　]内

に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。なお、臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の

従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。
 

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

和装事業 1,839,673 84.12

洋装事業 1,608,803 74.60

ホームファニシング事業 489,751 89.36

陳列用器具の賃貸業 569,041 86.33

建物の賃貸業 132,670 189.97

その他事業 1,175,461 97.15

計 5,815,402 85.14

(注) １　上記の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値であります。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。
 

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

和装事業 3,049,544 83.28

洋装事業 2,158,190 79.68

ホームファニシング事業 817,716 138.28

陳列用器具の賃貸業 1,088,346 89.19

建物の賃貸業 223,214 162.69

その他事業 1,298,225 98.64

計 8,635,238 89.62

(注) １　売上高に対し10％以上に該当する販売先はありません。

２　上記の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値であります。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更等はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断し

たものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、景気に一部持ち直しの兆しが見え始めたものの、企業業績

の停滞、設備投資の抑制、雇用情勢の悪化等による個人消費の低迷に円高とデフレ圧力が強まる状況が加わり、

依然として厳しい状況で推移しました。

当衣料業界におきましても、百貨店およびチェーンストアの衣料品売上は前年実績を下回るなど消費の低迷

は依然として継続しており、当業界にとって深刻な影響を及ぼしております。

このような環境下にあって当社グループは、最重要課題である和装事業の再建と洋装事業における既存事業

による収益の安定化および成長のための新しい事業領域の創出を図り、グループの持続的成長のための経営基

盤の確立を基本方針として取組んでまいりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間における連結業績は、売上高は86億３千５百万円(前年同四半期比

10.4％減)、経常利益は２億９千１百万円(前年同四半期経常利益３千３百万円)、四半期純利益は１億９百万円

(前年同四半期純損失５万円)となりました。

事業の種類別セグメントの状況は以下のとおりです。

和装事業

ツカモト株式会社および市田株式会社における和装事業につきましては、市場低迷の状況が続く中、新規得意

先の開拓、新規企画催事の推進による催事販売の効率化と経費節減に注力しましたが、大型催事が苦戦し、売上

高の減少に歯止めが掛からず、依然として厳しい状況で推移しました。

その結果、売上高は30億４千９百万円(前年同四半期比16.9％減)、営業損失は１億４千４百万円(前年同四半

期営業損失１億５千８百万円)となりました。

洋装事業

ツカモトアパレル株式会社におけるメンズ事業につきましては、店頭販売の苦戦から売上高は前年を下回り

ました。円高効果により利益率が改善しましたが、収益も前年を下回りました。

ツカモトユーエス株式会社におけるユニフォーム及びＯＥＭと婦人テキスタイル事業につきましては、ユニ

フォーム事業は大口受注案件の減少から減収減益となり、ＯＥＭと婦人テキスタイル事業は売上高は前年を下

回りましたが、利益率が改善し、収益は前年並となりました。

その結果、洋装事業全体としましては売上高は21億８千９百万円(前年同四半期比19.2％減)、営業利益は８千

８百万円(前年同四半期比46.4％減)となりました。
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ホームファニシング事業

市田株式会社におけるホームファニシング事業につきましては、適正在庫に基づく店頭管理体制の構築によ

り、返品値引が減少し、また、生産体制の見直しにより利益率が改善し、増収増益となりました。

その結果、売上高は８億２千２百万円(前年同四半期比39.0％増)、営業利益は２千２百万円(前年同四半期営

業損失１億６千７百万円)となりました。

陳列用器具の賃貸業

株式会社アディスミューズにおける陳列用器具の賃貸業につきましては、リース関係、内装工事に持ち直しの

傾向が見られるものの売上高は前年を下回り、利益率の改善、経費節減効果により収益も改善傾向となりました

が、前年は下回りました。

その結果、売上高は11億１千４百万円(前年同四半期比10.2％減)、営業利益は１億８千７百万円(前年同四半

期比1.7％減)となりました。

建物の賃貸業

株式会社ツカモトコーポレーションにおける建物の賃貸業につきましては、新規テナントによる営業収益の

増加が寄与し増収増益となりました。

その結果、売上高は３億３千８百万円(前年同四半期比50.7％増)、営業利益は１億７千万円(前年同四半期比

94.7％増)となりました。

その他事業

ツカモトエイム株式会社における健康機器や日用雑貨卸売業は、オリジナル商品の開発と積極的な営業活動

により、テレビ通販と家電量販店向け販売部門が善戦し、売上高は前年を上回り、収益も増加いたしました。

倉庫業は取り扱い荷物数量の減少により減収減益となりました。

ビルメンテナンス・研修センター運営事業は景気停滞に伴う研修センター稼働率の低下により減収減益とな

りましたが、黒字基調を維持しました。

その結果、売上高は14億６千５百万円(前年同四半期比2.8％減)、営業利益は４千８百万円(前年同四半期比

18.4％減)となりました。

 

(2) 資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金が６億１千３百万円増加しましたが、受取手形及び売

掛金が７億７百万円減少、有価証券が12億２千９百万円減少、たな卸資産が７億７千７百万円減少したこと等に

より流動資産が20億３千７百万円の減少となりました。また、投資その他の資産が３億２千４百万円増加したこ

と等により固定資産が３億２千９百万円増加し、資産合計は前連結会計年度末に比べ17億８百万円減少の338億

３千万円となりました。

負債の部では支払手形及び買掛金が14億４千９百万円減少、短期借入金が３億５百万円減少、未払法人税等が

２億５千万円減少したこと等により流動負債が21億８千７百万円の減少となりました。また長期借入金の３億

７千５百万円の増加等により固定負債が３億５千５百万円増加したことにより負債合計は前連結会計年度末に

比べ18億３千１百万円減少し、235億３百万円となりました。
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また、純資産は前連結会計年度末に比べ１億２千３百万円増加し、純資産合計は103億２千７百万円となりま

した。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は42億９千

２百万円で前年同四半期末と比べ８億３千万円の増加となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は１億２千７百万円(前年同四半期は４億７

千６百万円の増加)となり、これは主に税金等調整前四半期純利益の増加によるものであります。ただし、売上

債権の減額による増加が縮小したこと等から前年同四半期と比べて３億４千９百万円の減少となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金の増加は10億９百万円(前年同四半期は４千６百万

円の減少)となり、これは主に有価証券の売却による収入が取得による支出を上回ったこと等によるものであ

ります。

この結果、前年同四半期と比べて10億５千５百万円の増加となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における財務活動による資金の増加は２千万円(前年同四半期は９億５千３百万

円の減少)となり、これは主に短期借入金の借入れによる収入が返済による支出を上回ったこと等によるもの

であります。

ただし、前年同四半期は長短借入金の返済が発生したことから、当第３四半期は前年同四半期と比べて９億

７千３百万円の増加となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

また、当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針について特に定め

ておりません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

１　主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２　設備の新設、除却等の計画

(1) 重要な設備の新設等

当第４四半期連結会計期間において、陳列用器具の賃貸業の株式会社アディスミューズは事業拡充を図る

ため、東京都中央区内に土地の購入(投資予定額10億５千万円)を予定しております。

 

(2) 重要な設備の除却等

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 79,380,000

計 79,380,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 40,697,47640,697,476
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 40,697,47640,697,476― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ツカモトコーポレーション(E02588)

四半期報告書

 9/32



(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年10月１日～
平成21年12月31日

― 40,697,476 ― 2,829,844 ― 868,016

 

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

 

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができませ

んので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式普通株式 509,000

(相互保有株式)
― 同上

普通株式 629,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

38,305,000
38,305 同上

単元未満株式
普通株式

1,254,476
― 同上

発行済株式総数 40,697,476― ―

総株主の議決権 ― 38,305 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、42,000株(議決権42個)含まれており

ます。

２　「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の自己保有株式385株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱ツカモト
コーポレーション

 
東京都中央区日本橋本町
１丁目６番５号

509,000 ― 509,000 1.25

(相互保有株式)
㈱アディスミューズ

東京都足立区南花畑
１丁目15番16号

437,000 ― 437,000 1.07

(相互保有株式)
市田㈱

東京都中央区日本橋本町
１丁目６番５号

192,000 ― 192,000 0.47

計 ― 1,138,000 ― 1,138,0002.80

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成21年
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

 
10月

 
11月

 
12月

最高(円) 80 77 135 120 108 100 89 82 80

最低(円) 62 68 71 76 93 81 76 64 66

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期

間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連

結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から

平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係る四

半期連結財務諸表については、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会

計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平

成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、新創監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,392,245 3,778,979

受取手形及び売掛金 ※2, ※4
 5,877,690

※2, ※4
 6,585,139

有価証券 1,311,210 2,541,104

たな卸資産 ※3
 4,028,252

※3
 4,806,099

繰延税金資産 77,950 19,823

その他 647,449 655,897

貸倒引当金 △75,195 △89,948

流動資産合計 16,259,603 18,297,095

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,635,240 3,669,516

土地 9,492,646 9,492,646

その他（純額） 222,472 204,020

有形固定資産合計 ※1
 13,350,359

※1
 13,366,182

無形固定資産

その他 67,349 47,404

無形固定資産合計 67,349 47,404

投資その他の資産

投資有価証券 3,371,003 3,303,036

繰延税金資産 54,404 36,025

その他 1,166,692 917,052

貸倒引当金 △438,499 △427,409

投資その他の資産合計 4,153,601 3,828,705

固定資産合計 17,571,310 17,242,292

資産合計 33,830,913 35,539,388

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※4
 6,799,010

※4
 8,248,310

短期借入金 8,429,152 8,734,880

未払消費税等 85,768 67,090

未払法人税等 20,856 271,683

繰延税金負債 15,442 15,442

返品調整引当金 64,700 82,400

役員賞与引当金 － 3,477

その他 541,622 720,336

流動負債合計 15,956,552 18,143,620
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

固定負債

長期借入金 3,925,000 3,550,000

繰延税金負債 1,773,574 1,773,447

負ののれん 30,250 43,215

再評価に係る繰延税金負債 16,824 16,824

退職給付引当金 737,134 745,320

役員退職慰労引当金 218,856 259,346

その他 844,942 803,333

固定負債合計 7,546,583 7,191,488

負債合計 23,503,135 25,335,108

純資産の部

株主資本

資本金 2,829,844 2,829,844

資本剰余金 2,415,608 2,415,658

利益剰余金 691,591 657,697

自己株式 △114,769 △114,010

株主資本合計 5,822,275 5,789,191

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 98,611 152,406

土地再評価差額金 4,989 4,989

為替換算調整勘定 △14,736 △13,366

評価・換算差額等合計 88,864 144,029

少数株主持分 4,416,638 4,271,058

純資産合計 10,327,778 10,204,279

負債純資産合計 33,830,913 35,539,388
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 29,438,164 25,962,258

売上原価 20,243,297 18,218,064

売上総利益 9,194,866 7,744,194

返品調整引当金繰入額 75,200 64,700

返品調整引当金戻入額 97,500 82,400

差引売上総利益 9,217,166 7,761,894

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 605,862 317,363

旅費及び交通費 647,998 512,237

荷造運搬費 645,776 573,902

貸倒引当金繰入額 46,922 11,517

給料 3,490,552 2,776,482

賞与 351,068 294,285

退職給付引当金繰入額 173,494 174,229

役員退職慰労引当金繰入額 17,465 13,475

福利厚生費 577,889 621,358

業務委託費 351,191 348,550

減価償却費 80,358 93,743

のれん償却額 82,012 －

賃借料 399,700 285,430

その他 1,362,070 1,087,513

販売費及び一般管理費合計 8,832,364 7,110,090

営業利益 384,801 651,804

営業外収益

受取利息 81,169 58,632

受取配当金 30,688 23,313

保険配当金 12,227 16,610

受取保険金 262 314

負ののれん償却額 12,964 12,964

為替差益 3,165 311

その他 68,645 59,246

営業外収益合計 209,124 171,394

営業外費用

支払利息 214,965 182,825

手形売却損 33,301 1,648

その他 11,735 29,213

営業外費用合計 260,002 213,687

経常利益 333,923 609,511
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

特別利益

固定資産売却益 617,200 －

支払不要債務戻入益 － 26,727

その他 37,000 －

特別利益合計 654,200 26,727

特別損失

投資有価証券評価損 － 30,815

たな卸資産評価損 308,615 －

敷金放棄損 － 69,400

リース解約損 － 63,548

仕入先に対する返還金 － 54,158

その他 9,466 －

特別損失合計 318,081 217,923

税金等調整前四半期純利益 670,042 418,315

法人税、住民税及び事業税 234,077 216,816

法人税等合計 234,077 216,816

少数株主利益 232,418 167,605

四半期純利益 203,546 33,893
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 9,635,141 8,635,238

売上原価 6,677,911 5,983,727

売上総利益 2,957,229 2,651,511

返品調整引当金繰入額 75,200 64,700

返品調整引当金戻入額 79,000 68,100

差引売上総利益 2,961,029 2,654,911

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 213,869 126,617

旅費及び交通費 207,465 172,857

荷造運搬費 218,169 195,506

貸倒引当金繰入額 △1,883 38,896

給料 1,114,759 915,544

賞与 118,125 98,076

退職給付引当金繰入額 55,424 58,880

役員退職慰労引当金繰入額 4,396 4,075

福利厚生費 202,702 213,151

業務委託費 121,336 69,000

減価償却費 27,340 31,673

のれん償却額 27,337 －

賃借料 134,139 70,112

その他 449,391 341,229

販売費及び一般管理費合計 2,892,574 2,335,622

営業利益 68,455 319,288

営業外収益

受取利息 24,591 19,485

受取配当金 208 3,108

保険配当金 2,464 △631

受取保険金 － 314

負ののれん償却額 4,321 4,321

為替差益 4,030 －

その他 15,687 18,026

営業外収益合計 51,303 44,625

営業外費用

支払利息 70,432 61,331

為替差損 － 124

手形売却損 13,479 △956

その他 2,602 11,782

営業外費用合計 86,514 72,282

経常利益 33,244 291,631
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(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

特別利益

受取補償金 37,000 －

支払不要債務戻入益 － 26,727

特別利益合計 37,000 26,727

特別損失

投資有価証券評価損 － △129

事務所移転費用 9,466 －

特別損失合計 9,466 △129

税金等調整前四半期純利益 60,778 318,488

法人税、住民税及び事業税 △1,458 147,186

法人税等合計 △1,458 147,186

少数株主利益 62,293 61,885

四半期純利益又は四半期純損失（△） △56 109,417
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 670,042 418,315

減価償却費 182,913 194,596

のれん償却額 82,012 －

負ののれん償却額 △12,964 △12,964

有形及び無形固定資産除却損 1,896 20,519

投資有価証券減損損失 － 30,815

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,227 △3,663

退職給付引当金の増減額（△は減少） △26,696 △8,185

その他の引当金の増減額（△は減少） △30,513 △61,667

受取利息及び受取配当金 △111,858 △81,946

支払利息 214,965 182,825

有価証券売却損益（△は益） － △1,786

為替差損益（△は益） △3,165 △311

固定資産売却損益（△は益） △617,200 －

売上債権の増減額（△は増加） 474,931 704,664

たな卸資産の増減額（△は増加） △138,227 777,846

仕入債務の増減額（△は減少） 12,925 △1,317,417

未払消費税等の増減額（△は減少） △31,624 58,042

その他 △456,849 △183,030

小計 200,358 716,652

利息及び配当金の受取額 145,293 117,443

利息の支払額 △211,470 △183,078

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △464,531 △498,904

営業活動によるキャッシュ・フロー △330,349 152,112

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000 －

定期預金の払戻による収入 － 5,000

有価証券の取得による支出 △2,950,000 △1,810,000

有価証券の売却による収入 2,785,000 3,040,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △894,099 △278,663

有形及び無形固定資産の売却による収入 815,868 －

投資有価証券の取得による支出 △1,925 △201,358

投資有価証券の売却による収入 － 18,260

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△40,000 －

貸付けによる支出 △5,200 △500

貸付金の回収による収入 1,850 2,135

その他の支出 △13,382 △3,567

その他の収入 2,823 58,289

投資活動によるキャッシュ・フロー △399,064 829,594
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 4,819,124 2,889,752

短期借入金の返済による支出 △4,481,989 △2,645,480

長期借入れによる収入 1,000,000 1,100,000

長期借入金の返済による支出 △1,510,000 △1,275,000

リース債務の返済による支出 － △21,713

自己株式の取得による支出 △20,468 △957

自己株式の処分による収入 1,132 148

配当金の支払額 △92,858 △767

少数株主への配当金の支払額 △8,062 △8,062

財務活動によるキャッシュ・フロー △293,122 37,919

現金及び現金同等物に係る換算差額 △721 △1,360

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,023,257 1,018,265

現金及び現金同等物の期首残高 4,484,732 3,273,979

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,461,474

※
 4,292,245
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
 当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

　会計処理基準に関

する事項の変更

 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として

月次総平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切り下げの方法)及び連結子会社の一部では総平均

法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく

簿価切り下げの方法)により算定しておりましたが、第１四半期連結

会計期間より会計システムの１本化を行なったため、主として月次

総平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に

基づく簿価切り下げの方法)により算定しております。なお、この変

更による影響は軽微であります。

 

【簡便な会計処理】

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連

結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用

して貸倒見積高を算定しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
 当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

税金費用の計算 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示してお

ります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、4,631,157千円

であります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、4,674,805千円

であります。

※２　受取手形割引高は、1,756,474千円であります。※２　受取手形割引高は、2,113,580千円であります。

※３ 商品 4,017,716千円

 貯蔵品 10,536千円

※３ 商品 4,795,034千円

 貯蔵品 11,064千円

※４　四半期連結会計期間末日満期手形は、手形交換日

をもって決済処理をしております。従って、当第

３四半期連結会計期間末日は、金融機関の休日で

あったため四半期連結会計期間末日満期手形が

以下の科目に含まれております。

 受取手形 8,756千円

 受取手形割引高 250,167千円

 支払手形 144,963千円

※４　　　　　　　　―――――

 

(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自

　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

 

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会計期間(自

　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

※　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係(平成20年12月31日現在)

現金及び預金勘定 3,966,474千円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△505,000千円

現金及び現金同等物 3,461,474千円
　

※　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係(平成21年12月31日現在)

現金及び預金勘定 4,392,245千円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△100,000千円

現金及び現金同等物 4,292,245千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成

21年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 40,697,476

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 898,942

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

　　　該当事項はありません。

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

 

 
和装事業
(千円)

洋装事業
(千円)

ホーム
ファニシ
ング事業
(千円)

陳列用
器具の
賃貸業
(千円)

建物の
賃貸業
(千円)

その他
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高          

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

3,661,7142,708,492591,3411,220,225137,2051,316,1629,635,141― 9,635,141

(2) セグメント間の
　　内部売上高又は
　　振替高

8,481 1,088 201 20,26387,491192,545310,070(310,070)―

計 3,670,1952,709,580591,5421,240,489224,6961,508,7089,945,211(310,070)9,635,141

　営業利益又は
　営業損失(△)

△158,231165,819△167,097190,40787,76059,906178,566(110,110)68,455

 

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

 

 
和装事業
(千円)

洋装事業
(千円)

ホーム
ファニシ
ング事業
(千円)

陳列用
器具の
賃貸業
(千円)

建物の
賃貸業
(千円)

その他
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高          

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

3,049,5442,158,190817,7161,088,346223,2141,298,2258,635,238― 8,635,238

(2) セグメント間の
　　内部売上高又は
　　振替高

444 31,3434,40525,767115,436167,597344,994(344,994)―

計 3,049,9892,189,533822,1221,114,113338,6511,465,8238,980,233(344,994)8,635,238

　営業利益又は
　営業損失(△)

△144,80988,92322,150187,094170,87148,860373,090(53,801)319,288
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前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　　至　平成20年12月31日)

 

 
和装事業
(千円)

洋装事業
(千円)

ホーム
ファニシ
ング事業
(千円)

陳列用
器具の
賃貸業
(千円)

建物の
賃貸業
(千円)

その他
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高          

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

11,162,1457,833,3072,273,5894,165,658414,7553,588,70829,438,164－ 29,438,164

(2) セグメント間の
　　内部売上高又は
　　振替高

24,7583,716 436 42,751264,368523,198859,229(859,229)－

計 11,186,9047,837,0232,274,0254,208,410679,1244,111,90630,297,393(859,229)29,438,164

　営業利益又は
　営業損失(△)

△494,452356,150△220,409710,847253,727102,400708,264(323,462)384,801

 

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

 

 
和装事業
(千円)

洋装事業
(千円)

ホーム
ファニシ
ング事業
(千円)

陳列用
器具の
賃貸業
(千円)

建物の
賃貸業
(千円)

その他
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高          

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

9,026,6607,062,9722,169,8813,327,453624,6383,750,65225,962,258― 25,962,258

(2) セグメント間の
　　内部売上高又は
　　振替高

9,82536,69716,669127,831260,948587,3311,039,303(1,039,303)―

計 9,036,4867,099,6702,186,5503,455,284885,5874,337,98427,001,562(1,039,303)25,962,258

　営業利益又は
　営業損失(△)

△361,125331,357△133,917514,072341,841149,736841,964(190,160)651,804

(注) １　事業区分は事業の内容により和装事業、洋装事業、ホームファニシング事業、陳列用器具の賃貸業、建物の賃貸業及び

その他事業に区分しております。

２　各事業の主な内容

(イ)和装事業……………………振袖、留袖、訪問着、小紋、紬、帯、祝着、ゆかた、毛皮・皮革製品、装身具、宝石、貴金属等

(ロ)洋装事業……………………婦人服、婦人セーター・ブラウス、紳士服、紳士セーター、カジュアルウェア、ユニ

フォーム、販促用商品、子供・婦人服地、ホームファブリック等

(ハ)ホームファニシング事業…タオル、ホームファニシング製品

(ニ)陳列用器具の賃貸業………陳列用器具の賃貸及び販売、内装仕上工事

(ホ)建物の賃貸業………………建物の賃貸

(ヘ)その他事業…………………清水器、電気器具、健康機器、倉庫業、ビルメンテナンス業、広告宣伝業等

３　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間よ

り、たな卸資産の評価方法を変更しております。これによるセグメント情報に与える影響は軽微であります。

 

EDINET提出書類

株式会社ツカモトコーポレーション(E02588)

四半期報告書

25/32



【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会計期間(自　

平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20

年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会計期間(自　

平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20

年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

海外売上高の合計が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動は

ありません。

 

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動は

ありません。

 

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 148円53銭 １株当たり純資産額 149円05銭

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

 
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 10,327,778 10,204,279

純資産の部の合計額から控除する金額の主要
な内訳(千円)

  

　少数株主持分 4,416,638 4,271,058

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 4,416,638 4,271,058

普通株式に係る純資産額(千円) 5,911,140 5,933,220

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通
株式の数(株)

39,798,534 39,807,999

 

２　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額

第３四半期連結累計期間

 

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 ５円22銭１株当たり四半期純利益金額 85銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

四半期純利益金額(千円) 203,546 33,893

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 203,546 33,893

普通株式の期中平均株式数(株) 39,012,093 39,802,027
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第３四半期連結会計期間

 

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 ０円00銭１株当たり四半期純利益金額 ２円75銭

(注) １　前第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失が計

上されており、また潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２　当第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。

３　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)の算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)
(千円)

△56 109,417

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期
純損失金額(△)(千円)

△56 109,417

普通株式の期中平均株式数(株) 39,819,371 39,798,897

 

(重要な後発事象)

(当第３四半期連結会計期間)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

特記事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成21年２月６日

株式会社ツカモトコーポレーション

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　杉　　岡　　喜　　幸　　㊞

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　吉　　澤　　祥　　次　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ツ

カモトコーポレーションの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、

当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ツカモトコーポレーション及び連結子会社の平成

20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、す

べての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期

連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成22年１月29日

株式会社ツカモトコーポレーション

取締役会　御中

新創監査法人

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　柳　　澤　　義　　一　　㊞

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　相　　川　　高　　志　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ツ

カモトコーポレーションの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、

当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ツカモトコーポレーション及び連結子会社の平成

21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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